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平成３１年度の小学校６年生、中学校 3年生を対象にした全国学力・学習状況調査の調査結果がまとまりまし

た。この調査結果をふまえ、今後の本校としての取組についてお伝えします。 

 なお今回の調査により測定できるのは、学力学習状況の特定の一部であり、この調査結果をもとに児童一人ひ

とりの力をつけることに引き続き取り組んで参ります。 

 

【調査結果について】（平均正答率比較） 

 

【質問紙調査の結果】 
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 大口台小学校 神奈川県（公立） 全国（公立） 

国語 ６２％ ６１％ ６３．８％ 

算数 ６４％ ６７％ ６６．６％ 

◇質問紙調査で顕著だったところ 

・「今住んでいる地域の行事に参加していますか」（４３．２％ 全国より６．３％高い） 

・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」（２５．８％ 全国より６．９％高

い） 

・「人がこまっているときは、進んで助けていますか」（４６．８％ 全国より６．４％高い） 

・「算数の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか」 

（５８．１％ 全国より１６．７％高い） 

・「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方

法をきめていると思いますか」（４１．９％ 全国より１１．８％高い） 

・「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができたりしている

と思いますか」（４３．５％ 全国より１３．５％高い） 

・「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動

に取り組んでいると思いますか」（３７．１％ 全国より１２％高い） 

・「学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み、うれしかったことがありますか」（３８．７％ 

 全国より７．１％低い） 

・「学校のきまりを守っていますか」（３７．１％ 全国より９．６％低い 昨年度より１４．３％高い） 

・「読書は好きですか」（３２．３％ 全国より１２％低い） 

 地域での盆踊りやお祭りなど様々な行事に参加することなどを通して、地域を身近に感じ、進んでかかわ

っていこうとする子どもたちの姿がうかがえる。学級活動や総合の時間を通して、課題に対して自分たちで

解決方法を考える学習活動を経験しているが、協働の喜びについていない傾向が見られる。話合いの結果が

実践に結びつき、達成感がもてるようにしていきたい。 

規範意識については、昨年度より高いものの未だ課題が残る。自分たちの生活を振り返りながら、ルール

を守るとどんなよさがあるのか考え、実践しようとする意欲を育てたい。また、読書については、様々な学

習において図書室を活用したり、読書週間の取組の工夫をしたりして、読書の楽しさやよさを実感できるよ

うにしていきたい。 


